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紹介コメント 

熊本市が位置する阿蘇山外輪山から有明海にいたる西麓台地一帯では、人口約 100 万人

の生活用水すべてが地下水でまかなわれている。本著では、この豊富な地下水の背景にあ

る白川地下水バイパスについて歴史的観点を交えてわかりやすく解説している。また、著

者の柴崎氏は地下水問題の解決のためには自然科学と社会学を融合が重要と説く。本著は

その実践本としても読むことができ、地下水管理に関する平易かつ適切な解説がなされて

いる。 
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